
認知症とともに笑顔で暮らせる地域へ

もっと知ろう　認知症のこと

認知症になっても
自分らしく生きるために

認知症の診断後も、地域や社会とのつながりをもちながら、これまでとおり
の生活をしている方が多くいます。

当事者の声
＊本人の気持ちと認知症に理解の深い信頼できる主治医との出会いで、
　私にとって適切な治療が早期に始まりました。
＊ 病気のことを理解してくれる人がいるだけで、安心して暮らせます。
＊ 支援制度を教えてもらえたことで、家族も私も少し肩の力が抜けました。

ご家族の声
＊ ひとりで抱え込まなくてもいいんだと気付けました。
＊ 介護保険サービスを使うようになってから、 “お世話”ではなく “ふれあい”
　に変わりました。

介護や健康、医療などさまざまな面から、地域で暮らす高齢者のみなさんを
支えるための拠点で、お住まいの地区ごとに担当が決まっています。

認知症の方やご家族、専門職や地域の方 な々ど、どなたでも参加できる場所です。

024-946-9088

安積町にお住いの方は、
安積高齢者あんしんセンターへ

オレンジカフェチルコロのご案内
日　程：毎月第 4金曜日　14時～
会　場：あさかホスピタル 森の棟 2F 

ゲスト用ピアット
参加費：お一人様　200円

オレンジカフェで語らいませんか

お近くの高齢者あんしんセンター（地域包括支援センター）へ
ご相談下さい。

024-945-1701

認知症は誰にでも起こりうる脳の病気です。
早めに気づけば支援や工夫で安心して暮らせます。



あさかホスピタル予約専用ダイヤル
　 　  　0570-05-1701

Domani（ドマーニ）はイタリア語で「明日」「未来」の意味。その人らしく
明るい生活を過ごすために支援しますという想いを込めました。おひとりで悩
まず、ぜひ、ご相談してください。

認知症疾患医療センターDomani（ドマーニ )では
①認知症に関する専門医療相談
②認知症の鑑別診断
③認知症の周辺症状への相談・治療
④地域への情報発信
などを行っております。お気軽にご相談ください。

相談してみよう　認知症のこと

予　約

診察　各種検査（頭部MRI、心理検査等）　

当院へ通院かかりつけ医
との連携

関係機関
との連携

診断・治療方針の決定

受診の流れ

上記へお電話ください。
担当者が話を伺い、ご予約をお取りします。

認知症疾患医療センター
024-945-1984☐最近、もの忘れがひどくなった

たとえば…
☐数分前、数時間前のことをすぐ忘れる
☐同じことを何度も言う・聞く 
☐ しまい忘れや置き忘れが増え、いつも 探し物をしている 
☐約束を忘れる
☐昔から知っている物・人の名前が出ない
☐同じものを何個も買ってくる

☐時間や場所が分からなくなることがある
　 　たとえば…

☐日付や曜日が分からなくなる
☐慣れた道で迷うことがある

「MCI（mild cognitive impairment: 軽度認知障害）」とは、「何らかの認
知障害が生じた状態」で、「認知症」とは異なり、「日常生活機能には大き
な問題がない状態」を指します。
　初期には、買い物や金銭の管理、お薬の内服場面などでミスが出やすく
なります。

　MCI は認知症に移行するリスクが高いことが知られ、国内患者数が約
560万人ととても多く、早期発見と対策が重要です。

　「早期アルツハイマー病」（=アルツハイマー病によるMCIと軽度認知症）
に対しては従来の薬剤とは作用の仕組みが異なるお薬を用いた治療も始
まっています。

　下記のような気になる症状があれば、かかりつけ医に早めに相談し、専
門医療機関であるあさかホスピタルに相談してください。

軽度認知障害 (MCI)とは？
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